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玉川学園・N邸

経年変化をたのしむ築18年自然素材の家。
家族の成長に寄りそい次のステージへ
天然石や木、紙など本物の自然素材にこだわった住まいは、

家族の成長とともに時を刻み、味わいを増していきます。
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「本物の自然素材を使っているところ

は、年をとって味のある表情になるのだと

改めて感じています」

築18年目のN邸は、シンプルなプラン

のなかに、天然木のキッチンカウンター

や石材を用いた水まわりなど、素材への

こだわりが見られます。インテリアコー

ディネーターでもある奥様は、当初より経

年変化を見越した適材適所の素材使い

を求めました。そのため、年月を経たそれ

ぞれの材は、今も艶こそあれ、カビやひび

割れはほとんど見られません。

一方、ドッグトレーナーで犬の教室「ア

ウラ」を主宰するご主人は、間仕切りの

少ない大らかな間取りと、犬も過ごしやす

い夏涼しく冬あたたかい家を望みました。

段差地に建つN邸は道路に接する上階

に玄関を設け、勾配天井とロフトのある

2階にLDKを配し開放感を得ています。

1階は鉄筋コンクリート造の外断熱に。

内壁は打ち放しで仕上げ蓄熱体にもなり

ます。断熱性能を高めた間仕切りの少な

い空間は、冬はOMソーラーで床からほ

んのりあたたかく、夏は2階のエアコンか

ら階下まで冷気が下がります。

竣工当時はお子さんの誕生前でした

が、この春、長男のI君は中学生に。

「最近、ロフトを子ども部屋に仕立て直

し、自分の部屋ができて喜んでいますよ」

と奥様。生活に合わせて使い方を変えら

れる大らかなプランが奏功していました。

一方で、将来の夫婦二人暮らしに向けて、

互いに仕事をもつお二人の空間をどう配

分するかはこれからの課題だそう。

DIYが得意なご主人が手入れをしてき

た板張りの外壁や木部の塗装もふくめ、

愛着のある我が家をさらに長もちさせる

ためにやりたいことはたくさんあるという

ご夫妻。第2章、3章と、家族と住まいの

物語は続きます。

1.2. 2階LDK。キッチンカウンターの扉はバーズアイの突板。天板は南洋材のブビンガ　3. 天然石と木を
用いた浴室は撥水処理でお手入れがラクに　4. 道路からの外観は平屋のような佇まい


